
 学校だより２月号                                    令和５年２月１日発行 

                           鴻巣市立広田小学校 

                          〒365-0005 鴻巣市広田３１５６－５ 

                          電 話 ０４８－５６９－００２６ 

                          ＦＡＸ  ０４８－５６９－３１９６ 

                          Ｅ-mail   hiroda-e@city.konosu.ed.jp 

 
心を入れ替えただけなのに、勉強が面白くなった  ～「勉強が面白くなる瞬間」より～ 
 

 間もなく立春。暦の上では春の始まりですが、一年の中では最も寒い時期でもあります。近くを散歩

していると、色鮮やかなロウバイの花と何とも言えぬ甘い花の香りが春を感じさせてくれます。一日一

日と春らしい季節が近づいてくるのが楽しみです。今年度も残すところあと２か月となりました。校長

室では、頼もしい６年生と面談の真っ最中です。一人一人と話していると自分の考えをもって堂々と答

える姿に大きな成長を感じます。卒業まであとわずか。仲間と共に有意義な時間を過ごしてほしいです。 

さて、先日の新聞に「第９回全国高等学校ビブリオバトル決勝大会」の記事が載っていました。高校

生がお薦めの本の魅力を発表し、それを聴いていた人たちが最も読みたくなった本を投票で決めるとい

うものです。そこで優勝した生徒が紹介していた本が「勉強が面白くなる瞬間」（パク・ソンヒョク著、

ダイヤモンド社）でした。「勉強は人生を変える。一緒に夢を追いかけませんか。」という生徒の言葉

に興味をひかれ、早速、自分も読んでみることにしました。 

この本の著者は、韓国で生まれ育ったパク・ソンヒョクさんです。韓国といえば受験大国で有名です

が、著者は韓国の片田舎で育ち、小中学生の頃は勉強にはあまり興味をもたなかったようです。しかし、

ある時に考え方を変えることで勉強に夢中になり、自らの学力を上げて名門大学に入ることができまし

た。いったい何が彼を変えたのでしょうか。 

この本の中で心に留まった言葉があります。それは、「勉強は『頭』でするものではなく、『心』で

するもの」という言葉です。たとえ何時間も机に向かってやったとしても、仕方なくやっていれば意味

がない。勉強にはしっかりした『心の姿勢』が必要だというのです。「勉強はまず心から始まります。

勉強がうまくいけば『心』のおかげ、勉強がうまくいかなければ『心』のせいです。」勉強がうまくい

かないのは誰かのせいではありません。勉強を通して「自分の心を引き締め、育て、つなぎ留めること」

が大切です。私達は常に目標を立て、それを目指して心を向けていきますが、そのことととても関係し

ていると思います。この本には読んでいる人を励まし、心を奮い立たせる言葉がたくさん書かれていま

した。自分もやれるかもしれないと思えるような言葉です。中でも、モウソウチクの話には納得しまし

た。モウソウチクは深く根を張って高く伸びていく植物です。私達の小学校の学習に例えると、今やっ

ている勉強はまだ土の中の根の部分かもしれません。しかし、一つ一つのことを地道に行い、表に見え

ない根の部分をしっかりと育て、何年後かに芽を出してモウソウチクソウのようにぐんぐん伸びていけ

ると、そこで自分の力をますます発揮することができるようになります。今のこの時期に強くたくまし

いしっかりとした根っこを育てることが大切なのです。そうすることで、転んでも、挫折しても、逃げ

ずに立ち上がれる強い心を作り、勉強を面白くしてくれるのだと思います。 （文責：清水 良江） 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 あかまつ
 

＜「規則正しい生活」が子どもの活力になる＞  ～早寝早起き朝ごはん！～ 
 

 寒い朝は、なかなか布団から出られないものです。ましてや前の晩、遅くまで起きていたら寝不

足になりますから、朝起きられないのは当然です。そんな時は、学校へ来ても集中力はありません。 

 「規則正しい生活」を送っているかどうかは、子ども達の学校での活力を左右します。できてい

る子は、学校でも元気いっぱい過ごすことができるので、授業に集中し、イライラすることなく落

ち着いた気持ちでお友達とも関係を築くことができます。特に「睡眠」や「食事」はとても大事な

要素ですから「睡眠不足」や「食事抜き」などとならないよう御家庭でも気を付けてください。 

 「早寝早起き朝ごはん」を合言葉に、規則正しい生活をしっかりと送らせてほしいと思います。 

朝は、遅くても家を出る 1 時間前には起き、しっかり朝食をとるようにしましょう。 


